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九州がんセンター  

0一地域医療連携による緩和ケアの実施－  

「緩和ケア依頼事前情報書（第一報）及び「緩和ケア依頼書」（がん医療地域連携研究会作成）を使用して  

緩和ケアを依頼した病院リスト及びその患者数  

（平成19年6月15日一平成19年10月19日）  

市区町村名  依頼先病院名   
緩和ケア  

緩和ケア依頼書   
依頼事前情報書  

那珂川病院   26   26  

南区  
原病院   10   10  

清水クリニック   0  

ひのでクリニック   0  

たたらリハビリテーション病院   4   

東区  
4  

原土井病院   6   6  

福岡市  博多区   木村病院   3   3  

西福岡病院   3   3  

西区  
村上華林堂病院   

中央区   
秋本病院   

及川病院   10  

城南区   さくら病院   3   3  

早良区   山口内科医院   

糟屋郡   志免町   栄光病院   6   6   

八幡東区  新日鉄八幡記念病院   2   2  

北九州市           八幡西区  九州厚生年金病院   2   2  

小倉北区  聖ヨハネ病院   

久留米市  
久留米大学病院   0  

聖マリア病院   

田川市  社会保険田川病院   0   

大牟田市  今野病院   2   2   

佐賀市   好生館病院   
佐賀県  

唐津市   河畔病院   

鹿児島県  鹿児島市  相良病院   

長崎県   諌早市   すばる診療所   

4県10市部  25施設   101（人）   96（人）   

○当院から緩和ケア施設に紹介した患者数（平成18年4月一平成19年9月末日）287名  

＊ 但し、相談支援・情報センターを経由した患者数に限るため、実際にはこれ以上に多いと思われる。  
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20  年  月  日  

緩和ケア依短書  

病院名  

患者氏名：  （   歳）□＝男 □：女 □：入院中（   病棟） 口：外来  

1． 依頼目的   

□：入院予約  □：外来通院での症状コントロール ロ：在宅療養（往診含む）  

2． 患者さんに最初に緩和ケアを勧めた人について   

□：患者さん本人が自分で希望   

□：家族などからの勧め（口配偶者、□子供、口親戚、口両親、口友人、□その他（  ））  

□：医療関係者（□医師、口看護師、ロ薬剤師、□その他の医療者）  

3． 緩和ケアを紹介した経緯について（複数選択可 最も強い理由には丸をつける）  

□：治療の効果が期待できなくなったため  

□：本人が希望するため  □：家族が希望するため  

□：症状コントロールのため  □：終末期の看取りのため  

D：その他 （  

4・． 現時点での病気病状について、どこまで睨明や告知をしたか  

a）患者さん本人に対して  

時期：20  年  月頃 （化学療法中ロ、後口、放射線療法中ロ、後口、手術後□）  

ロ：癌であることを告知していない  □：病名のみ（癌であることのみ）  

□：転移再発部位や広がりを含めて  ロ：余命を含めて  

b）家族に対して   

時期：20  年  月頃 （化学療法中ロ、後口、放射線療法中ロ、後口、手術後□）   

誰に対して行ったか（□配偶者、□子供、口親戚、□両親、□友人、口その他（  ））   

□：癌であることを告知していない  □：病名のみ（癌であることのみ）  

□：転移再発部位や広がりを含めて  ロ ニ余命を含めて  

5． 上記の病状説明を患者本人と家族とどちらを先にしたか   

□：患者自身が先  口 ：家族が先  口：患者と家族に同時に  

6． 患者さんの臨床的な予後はどれくらいあると考えるか（複数選択可）   

□：6ケ月以上  口：3ケ月以上  □：2ケ月程度  □：1ケ月程度   

□：2週間程度  □：1週間ほど  □：1週間以内  ロ：急変あ■り  

病院名  医師名   
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20  年  月  日  

緩和ケア依頼事前情報書 （第一報）  

相談担当  

1．患者名（イニシヤ／レ）  

2．年齢  歳  男・女  

3．住所  区■町  丁目  

4．キーパー ソン ロ無  口有 続柄  

ロ杜保  D国保 ／（本人・家族）  5．保険種類  

□高齢受給者（患者負担＋割）   □老人保健（患者負担＋ 割）  

D生保（CW  ） 口公費：乳・障・母・原・その他（  

ロ無  口有（□要支援  ロ要介護  6．介護保険  

7．告知内容  

）  口申請中（ 月  

本人（  

家族（  

重複記入可（その湯合団が主たるもの匝が補助的なもの）。その他は通信欄に記入  

（経口）ロ自立  ロー部介助  D全面介助  8．食事  

食事内容 口常  口＿分粥 口流動  口水分のみ  ロ絶飲食  

口経菅栄養（経鼻・胃ろう・勝ろう）□高カロリー輸液（ⅠVH・CVポート）  

□自立  ロー部介助 口全面介助 □尿管留置  口導尿  

□人工Ⅲ二門□人工膀胱 ロその他（  

9．栄養  

10．排泄  

口歩行  口杖歩行  口歩行器  口車椅子  口その他（  11．移動  

12．清潔  

13．整容  

14．意思疎通  

ロ自立  ロー部介助 D全面介助 口入浴  ロシヤワ†浴  口機械浴  □清拭  

□自立  ロー部介助 口全面介助  

口問題なし□問題あり（筆談・難聴・手話・認知症・せん妄・意識レベルの低下）  

特記（  

ロ無  口有（認知症・せん妄・その他  

特記（  

15．問題行動  

16．痺痛  

17．処置  

D無  口有 部位（  ）   □鎮痛薬任用（主に  

ロ無  口有（  

□気管切開（永久・一時的）  吸引頻度1／＿ 分・時間  

□酸素 且／分中  

ロ無  口有（  18．祷瘡マット  

19．薬管理  

20．感染症  

□自立 ロナース・家族等管理  

□無  口有（MRSA／部位・その他感染症  

一色歩   



（別紙2）  

大学と共同したがん専門医療従事者（医師、看護師、薬剤師等）の養成   

福岡県では、これまで県内4大学病院がそれぞれの大学と連携し、医師等の養成および研修を行って  

きた。   

今年度から、県内において、質の高いがん医療の均てん化を図ることを目的とし、がん医療に関する  

専門的な知識及び技能を有する医師及びその他の医療従事者を養成する「九州がんプロフェッショナル  

養成プラン」が開講され、九州大学がその取りまとめ校となっている。   

今般、福岡大学病院、産業医科大学病院、久留米大学病院の3病院が、九州大学病院と共同で、がん  

医療を担う人材の育成を行うため、九州大学病院を都道府県がん診療連携拠点病院として推薦した。   

今後、専門的ながん医療を行う医師等を対象とした研修については、九州大学病院が、県内4大学病  

院の代表として、他の3大学病院と連携を図りながら実施することとなる。  

【福岡県における九州がんプロフエツショナル養成プランについて】  

1．プランの概要   

福岡県内においては、九州大学病院を含む4大学病院が、地域がん拠点病院、緩和ケア専門施設と連  

携し、がん診療についての教育をおこなう。さらには、他県ともネットワーク（九州がんプロフェッシ  

ョナル養成協議会）を構築し、大学、医師会、行政が連携し、九州全域にがんの医療、情報収集、教育、  

研究を展開する。   

各大学は各々のコーディネーターを中心に独自の教育プログラムを実施し、優秀な教員の交流や科目  

の共有により、より効果的かつ効率的な教育を実現する。九州大学は幹事コーディネーターをおき、プ  

ラン全体の統括を図る。各大学病院より輩出された本プログラムの修了者は、このネットワークを通じ  

て地域のがん医療の担い手として各地に配置される。   

福岡県においては、このプランにより腫瘍医師養成コース12名、放射線医師養成コース4名、がん  

薬剤師養成コース5名、がん専門看護師養成コース10名の修了者が見込まれている。  

2．各コース共通の管理体制   

共同参画する各大学の医学研究科等の長が、各大学におけるプログラムの責任者となり、九州大学大  

学院医学研究院長が統括する。各大学に本プログラムのコーディネーター1名と、各臓器がん治療専門  

教員をチューターーとし、各大学病院にて臨床研修を行うとともに、各地域のがん診療連携拠点病院t緩  

和ケア専門病院とも連携を行う。   

九州大学には、幹事コーディネーターがおかれ、「九州がんプロフエツショナル養成プラン推進室」  

の宣長として本プログラム全体の中心となり緊密な連携のための九州がんプロフェッショナル養成協  

議会を設け、プログラム全体の円滑な運営が図られる。さらに、九州大学病院は福岡県における研修病  

院として中心的役割を担い、県内4大学病院とともに臨床研修を実施し、福岡県のがん診療の水準の向  

上を図ることとする。  
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3．養成計画（履修方法）  

「臨床腫瘍医養成のための博士課程コース」   

博士課程4年間に、日本臨床腫瘍学会の認定する「がん薬物療法専門医」の取得に必要な基本的な共  

通コア科目（緩和ケアを含む）と、臓器別診療科日であるアドバンスド科目を履修する。実習は大学病  

院、地域がん拠点病院、緩和ケア専門病院の連携により複数の診療科で行う。研究課題を与え、成果を  

学会・論文発表を行う。修了は、ポートフォリオ方式により九州がんプロフェッショナル協議会で判定  

し、各大学が承認し学位を授与する。  

「放射線腫瘍医養成のための博士課程コース」   

博士課程4年間に、日本医学放射線学会と日本放射線腫瘍学会が協同認定する「放射線科治療専門医」  

の取得に必要な基本的な共通コア科早（緩和ケアを含む）を履修する。実習は大学病院と地域がん拠点  

病院の緊密な達携により行う。研究課題を与え、成果を学会・論文で発表する。修了は、ポートフォリ  

オ方式により九州がんプロフェッショナル協議会で判定し、各大学が承認し学位を授与する。  

「がん専門薬剤師養成のための博士課程コース」   

6年制薬学部を卒業あるいは4年制薬学部を卒業して修士課程を修了した薬剤師を対象に、がん医療  

に特化した実践型教育を行う。4年のカリキュラムにより、日本病院薬剤師会の認定する「がん専門薬  

剤師」の資格取手引こ必要な科目の履修と、大学病院や地域がん拠点病院、緩和ケア専門病院にて実習す  

る。修了は、ポートフォリオ方式により九州がんプロフェッショナル協議会で判定し、各大学で承認し  

て学位を授与する。  

「がん専門薬剤師養成のための修士課程コース」   

4年制薬学部を卒業した薬剤師を対象に、がん医療に特化した実践型教育を行う。2年のカリキュラ  

ムにより、日本病院薬剤師会の認定する「がん専門薬剤師」の資格取得に必要な科目の履修と、大学病  

院や地域がん拠点病院、緩和ケア専門病院にて実習する。修了は、ポートフォリオ方式により九州がん  

プロフェッショナル協議会で判定し、各大学で承認して学位を授与する。  

「がん専門看護師養成のための博士課程コース」   

看護師の基礎資格を有し、大学の修士課程を修了したものが、博士課程4年の間に腫瘍に関する基本  

的な知識を修得し、緩和医療を含むがん治療に対する看護学を履修する。実習は腫瘍センターや関連複  

数診療科で行い、がん看護に関する研究を課し、その成果を公表する。修了は、各診療部長による実習  

評価と大学院小委員会による公開論文書査により判定し学位を授与する。また二 日本看護協会「がん専  

門看護師」の資格を取得する。  

「がん専門看護師養成コース：修士課程」   

看護師の基礎資格を有し、一定期間実務を経験したものを対象に、がん医療に特化した実践型教育を  

行う。2年間のカリキュラムにより、日本看護協会の認定する「がん専門看護師」の資格取得に必要な  

科目の履修と、がん診療に必要な臨床力を養うために大学病院や地域がん拠点病院、緩和ケア専門病院  

にて実習する。修了は、ポートフォリオ方式により九州がんプロフェッショナル協議会で判定し、各大  

学で承認して学位を授与する。  

畳2  
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「医学物理士及び放射線品質管理士養成コース：修士課程」   

保健学及び理工系学部卒業で、一定期間実務を経験したものを対象に、がん放射線治療に必要な医学  

物理士、放射線治療品質管理士取得のための実践的教育を行なう。2年間のカリキュラムにより、日本  

医学放射線学会や放射線治療品質管理稜構の提示する資格要件を満たす科目の履修と、認定施設での実  

習を受ける。修了は、ボートフォリオ方式により九州がんプロフエツショナル協議会で判定し、各大学  

で承認して学位を授与する。  

「がん専門臨床検査技師（細胞検査士）養成コース：修士課程」   

臨床検査技師の国家資格を有するものを対象とし、がん臨床における細胞診断の知識と技術の修得を  

講義、臨床実習等にて実践的教育を行う。2年間のカリキュラムにて、国際細胞学会、日本臨床細胞学  

会の提示する細胞検査士の資格取得に必要な要件を満たす科目の履修と認定施設での実習を行う。修了  

は、ポートフォリオ方式により九州がんプロフエツショナル協議会で判定し、各大学で承認して学位を  

授与する。  

昭吾床腫瘍医養成のためのインテンシブコース：科目等履修生」   

基盤学会の認定医・専門医を取得した医師を対象とし、更にがん診療に特化した高度先進的知識と技  

術の修得やブラッシュアップにより、日本臨床腫瘍学会の認定する「がん薬物療法専門医」の資格取得  

を目指す。1年以内に希望する複数のがん専門の診療部門での研修とコア科目を履修し、修了時には、  

がん専門インテンシブコース修了証を与える。希望する診療部門は複数でも可能とし、各部門の研修期  

間は3ケ月とする。  

「がん治療医インテンシブコース：科目等履修生」   

基盤学会の認定医・専門医を取得した医師を対象とし、更にがん診療に特化した高度先進的知識と技  

術の修得やブラッシュアップにより、日本癌治療学会の認定する「がん治療認定医」の資格取得を目指  

す。1年以内に希望する複数のがん専門の診療部門での研修とコア科目を履修し、修了時には、がん専  

門インテンシブコース修了証を与える。希望する診療部門は複数でも可能とし、各部門の研修期間は3  

ケ月以上とする。  

「緩和ケア医インテンシブコース：科目等履修生」   

基盤学会の認定医・専門医を取得した医師を対象とし、更にがん診療に特化した高度先進的知識と技  

術の修得やブラッシュアップにより、がん緩和ケアの専門医を目指し、将来的に整備される専門医の取  

得を目指している。1年以内に希望する複数のがん専門の診療部門での研修とコア科目を履修し、修了  

時には、がん専門インテンシブコース修了証を与える。希望する診療部門は複数でも可能とし、各部門  

の研修期間は3ケ月以上とする。  

「がん専門薬剤師養成のためのインテンシフコース：科目等履修生」  

（；年生薬学部を卒業あるいは4年生薬学部を卒業して修士課程を修了した薬剤師を対象とし、更にが  

ん診療に特化した高度先進的知識と技術の修得やブラッシュアップにより、日本病院薬剤師会の認定す  

る「がん薬物療法専門薬剤師」の資格取得を目指す。1年以内に希望する複数のがん専門の診療部門で  
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の研修とコア科目を履修し、修了時には、がん専門インテンシフコース修了証を与える。  

「がん治療看護師養成のためのインテンシブコース：科目等履修生」   

看護師の資格を有し、一定期間がん看護ケアの実務経験のあるものを対象とし、がん医療に特化した  

実践聖教育を行う。半年から1年のカリキュラムに基づきがん看護に必要な知識と技術を修得する。修  

了者はがん専門インテンシブコースの修了証を与える。このコースで取得できる資格は無いが、地域が  

ん拠点病院等でのがん看護の質を保証するものになる。  

呈4   
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がん診療連携拠点病院推薦意見書の追加資料  

福岡県   

福岡県のがん医療は、福岡県がん診療連携拠点病院の2病院と地域がん診療連携拠点病院  

の13病院を中心に、高度ながん医療の提供とがん医療の均てん化を図ることとする。また、  

本県におけるがん診療連携拠点病院の整備方針については、福岡県がん対策推進協議会にお  

ける意見も踏まえたものである。  

1 福岡県がん診療連携拠点病院   

○ 九州がんセンターは、国立がんセンターを中心とするがん診療情報ネットワークの活  

用による総合的な医療情報の収集、分析及び発信の中心的役割が期待される、九州唯  

一のがん医療に特化した施設である。  

○ 九州大学病院は、がんプロフエツショナル養成プランや治験ネットワーク福岡の事務  

局としての棲能を果たしており、県内の3大学病院（福岡大学病院、久留米大学病院、  

産業医科大学病院）から福岡県がん診療連携拠点病院としての推薦を受けている。  

○ これらは他部道府県ではみられない福岡県独自の特色であり、この特色を最大限かつ  

効率的に活用するためには、この2病院とも選定することが不可欠である。2病院の  

選定により、本県のがん対策がよリー層推進されることが期待され、どちらか一方が  

欠けても福岡県のがん医療提供体制を確立することはできないと考える。  

2 地域がん診療連携拠点病院   

○ 本県在住のがん患者の受療動向（H18．5月国保レセプトデータ）を見ると、各二次医  

療圏内の医療楼関で受療している割合は50％以下の医療圏があるのに対して、県内  

を4つ（福岡、筑後、筑豊、北九州の4圏域）に分けた各ブロック内で受療している  

割合は1ブロックを除き90％を超えている。  

ク ニ次医療圏  圏域内医療需給率（入院）   圏域内医療需給率（入院外）   

福岡・糸島   94．3％   95．1％   

粕屋   42．7％  96．5％  42．4％   96．9％  

宗像   38．6％  41．4％   

38．1％  47．5％   

甘木・朝倉   42．2％   47．8％   

久留米   83．4％  90．4％  87．9％   92．2％  

八女・筑後   65．5％  71．3％   

有明   73．6％  76．8％   

会反塚   82．0％   88．0％   

直方・鞍手   36．2％  76．8％  41．9％   83．6％  

田川   58．8％  71．6％   

北九州   94．8％   92．7％   96．4％   94．7％   

京葉   35．6％  40．0％  

ー1－  
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○ 今回、地域がん診療連携拠点病院を二次医療圏数と同じ13病院推薦し、推薦医療機  

関が存在しない空白の二次医療圏も存在するが、先の受療動向や人口等を考慮したブ  

ロック単位での整備により、県内のがん医療の均てん化を図ることができ、より効率  

的ながん診療を提供できると考える。   

○ 現在、放射線治療を実施していない地域がん診療連携拠点病院もあるが、賃の高いが  

ん診療の提供やがん医療の均てん化を図る上で、早急に放射線治療の実施が可能にな  

るよう、県として要望あるいは指導を行っていく。  

ー2－  
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福岡県型がん診療体制  
福岡県がん診療連携拠点病院  

＜役割＞・地域がん診療連携拠点病院間の連携、調整機能  
2病院による   緩和ケアの推進機能  

がん登録の推進機能  

教育、研修機能  
先駆的でより高度ながん医療の推進  

九州大学病院   

○がん専門医療従事者の育成・研修  

・がんプロフェッショナルの養成   

○地域がん診療連携拠点病院への医師の派遣調整  

○地域拠点病院に対する症例相談  

・病理コンサルテーションの実施  

○臨床研究の推進  

・治験ネットワークシステムの整備  

九州がんセンター  

○福同県がん診療連携協議会の設置  

○がん登録の推進  

・地域がん診療連携拠点病院における登録の集約  

・分析、評価による質の管理  

○緩和ケアの推進  

・地域共通の緩和ケア依頼書の開発普及  

・緩和ケアコンサルテーションの実施  連携協力体制  

調整・支援  

地域がん診療連携拠点病院  

＜役割＞・質の高いがん診療の提供  

■地域の医療機関に対する研修、診療支援  

・情報提供、相談支援  

ブロック単位の整備による   

がん医療の均てん化  

北九州フローYウ   

■北九州市立医療センター  

・九州厚生年金病院  

・産業医科大学病院  

筑豊つロ・Yウ  

・飯塚病院  

・社会保険田川病院  

福岡フローYウ  

・九州医療センター  

・済生会福岡総合病院  

・福岡大学病院  

・福岡東医療センター  

筑後フローγウ   

■久留米大学病院  

・聖マリア病院   

■公立八女総合病院  

・大牟田市立総合病院  

質の高いがん診療の提供  

情報提供、相談支援   技術支援  

＝三、＼   
－3－  
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がん診療連携拠点病院推薦意見書の追加資料  

福岡県  

くこ福岡県がん診療連携拠点病院を中心とした具体的施策＞   

（1）がん専門医療従事者の育成と適正配置（九州大学病院）   

①「がんプロフェッショナル養成プラン」により、がん専門医療従事者を育成する。  

平成24年目標：  

・がん薬物療法専門医  

・放射線科治療専門医  

－がん専門薬剤師  

・がん専門看護師  

人
 
人
 
人
 
人
 
 

6
 
2
 
3
 
4
 
 

②他の3大学と調整して、①で養成した医師等を地域拠点病院等に派遣する。特に、がん専   

門医が配置されていない地域拠点病院を中心に配置する。  

平成24年度目標：がん薬物療法専門医の全拠点病院への配置  

放射線治療専門医の全拠点病院への配置  

（2）緩和ケアの推進（九州がんセンター）   

①緩和ケア研修の実施（福岡県医師会と協同で実施する）  

・がん診療に携わる医師に対する研修会を実施する。  

（厚生労働省が提示予定の緩和ケア研修モデルプログラムに準じた2日間コース）  

平成20年度予定：ブロック別に各1回×4ブロック  

全拠点病院において、がん診療に従事する医師等に対する研修会を実施する。   

平成20年度予定：2回以上X15病院  

②緩和ケア病棟を有する病院において、緩和ケアに関する実地研修を実施することにより、   

拠点病院全体の緩和ケア水準の向上と標準化を図る。  

平成20年度予定：緩和ケア病棟有する拠点病院において各1回×4ケ所  

③県内の医療機関（診療所を含む）からの緩和ケアに関するコンサルテーションを受け、相   

談内容に応じた適切な支援や指導、他機関の紹介等を行う。また、当該コンサルテーショ   

ンを実施している旨の積極的な広報を実施する。  

④医療楼閣間の紹介の際に使用する、統一様式の緩和ケア診療依頼書（緩和ケア依頼書、緩   

和ケア依韓事前情報書（第一報））を普及させることにより、退院や華云院を円滑に進め、   

切れ目のない緩和ケア医療の推進を図る。  

平成24年度目標二  

全拠点病院及び緩和ケア病棟を有する病院等緩和ケア医療を行う全医療機関に普及  

させる  

－1－  
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（3）がん登録の推進（九州がんセンター）  

（D全拠点病院における院内がん登録を集約し、県レベルのがん登録実施体制の構築を図る。  

平成20年度予定：集約に向けた拠点病院間の調整や準備、試行  

平成24年度目標：全拠点病院における院内がん登録の集約  

集計結果の情報提供・公開  

②全拠点病院において、院内がん登録に関する研修を修了した者を配置する。  

平成24年度目標：  

国立がんセンター実施の院内がん登録実務者研修（中級レベル）修了者の全拠点病  

院への配置  

（4）福岡県がん診療連携協議会の設置一運営（九州がんセンター）   

①福岡県がん診療連携協議会を設置・運営し、がん医療に関する情報交換や連携強化により、  

県内のがん診療連携体制の構築を図る。  

平成20年度予定：福岡県がん診療連携協議会を設置し、3回開催  

③拠点病院の院内がん登録実務者連絡会を開催し、地域拠点病院等における院内がん登録の   

品質管理や登録漏れ防止等についての検討を行うことにより、院内がん登録の精度向上を   

る。  

平成20年度予定：3回開催  

③拠点病院の相談支援センター相談員連絡会を開催し、がんに関する情報交換や情報共有に   

より、相談支援センター間の連携及び相談支援機能強化を図る。  

平成20年度予定：3回開催  

（5）がん研究の推進（九州大学病院）   

①「治験ネットワーク福岡」の事務局。県内4大学の治験事務手続きの続一及び進捗状況の  

一元管理を行うとともに、治験業務標準化のための治験人材育成を行う。  

平成20年度予定：  

・NPO法人設立  

・治験ネットワークシステムの試行  

・国際標準であるFDA認定教育機関（ACRP）研修を活用して、各大学の治  

験管理室の医師等の教育を実施   



福岡県がん対策推進計画におけるがん診療連携拠点病院を中心とした施策の現状と方針  

基本施策   現   状   平成20年度（予定）   平成24年度（目標）  

1 放射線療法・化学療法の推進  （か放射線治療の実施  1〟15  ①全拠点病院における放射線療法及び外来化学療法の実施   

②外来化学療法重の設置  14／】5  

（勤外来化学療法の実施  15／15   

2 がん専門医療従事者の育成  ①国立がんセンターヘの研修派遣   ①国立がんセンターへの研修派遣   （∋専門的ながん診療を行う医師の増加  

②拠点病院への研修情報提供   ②県拠点病院による地域拠点病院に対する研修の実施   ②県拠点病院における、がん専門的医療従事者の実地研修の定期的実施  

（∋日本放射線腫瘍学会絃定医  10ノ15  ③地域拠点病院による地域医療機関に対する研修の実施  ③がん専門医師等の地域拠点病院等への派遣によるがん診療水準の向上  

l  

④日本臨床腹痛学会がん薬物療法専門医  6／i5  ④がん7セフェッショナル東成プラン実施   

l  

l  ④日本臨床腹痛学会がん薬物療法専門医  6／i5】  

⑤がんプロフェッショナル養成プラン実施開始  
⑤放射線治療計画を立てたり、物理的な精度管理を支援したりで  

きる昔の配置（放射線治療品質管理士等） 14／Ⅰ5   

3 緩和ケアの推進   ①緩和ケア診療加算を算定できる緩和ケアチームの設置   ①拠点病院における、緩和ケアに携わる医療従事者への研修の実施   ①治療の全段階において．切れ目のない緩和ケア治療を受けることができる環境の整備  

②緩和ケア外来の開設  〟15  例）繰和ケア指導者研膵障丁者による研修   ②全拠点病院のがん診療医師の緩和ケアの基本的知汲の習得（研修修了等）  

③緩和ケア病棟（入院料算定AjlO）  4／t5   緩和ケア病棟を有する拠点病院での実地研僧   ③全地点病院において緩和ケア外来を開設  
④がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会開催lコ／15  ②拠点病院の緩和ケアチームによる出弓削旨導の実施   ④全地点病院において緩和ケア診療加算を算定できる緩和ケアチームを設置  
⑤医師以外の医療従事者対象の緩和ケア研修会開催 l別ユ  ③県拠点病院仇州がんセンター）における．緩和ケアコンサルテーション  ⑤県拠点病院（九州がんセンター）における、緩和ケアコンサルテーションの実施  
⑥緩和ケア病棟を有する拠点病院の実地研修実施 1／15  
（∋穏和ケアチームによる出張指導の実施   γ15  

⑧緩和ケア診療依頼書の利用   県内ヱl施設   

4 在宅医頼の推進   （D訪問着伐推進モデル事業   ①がん患者の在宅医簾をふまえた療茸支援体制の構築   ①がん患者の在宅医療をふまえた療養支援体制の構築  
②地域在宅緩和ケア支援（カンファレンス等）の実施10／15  （在宅医療ネットワーク推進モデル事業）   ②がん診療連携強化を目的とした地域間係機関のネットワークの構築  

②がん診療連携強化を目的とした地域関係機関のネットワークの捕築   ③全拠点病院において．地域在宅緩和ケア支援（カンファレンス等）の実施体制の構築  
③地域在宅講和ケア支援（カンファレンス等）の実施   （初訪問看ほの24時間連絡体制の隻辟   

5 医療機関の望備等   ①がん診療連携拠点病院の機能強化（地域8カ所）   ①がん診療速凛拠点病院の機能強化（県2か所・地域13か所）   （》がん医療の均てん化による、質の高いがん医療の鳩供  
②リニアックの整備  】4〃5  ②がん診療機器整備（リニアック、マンモコイル等）   ②全拠点病院におけるリニアック、マンモコイルの整備  
（釘地域連携クリテイカルハスの整備  川5  （∋全拠点病院における、5大がんの地域連携クリテイカルパスの整備   
④乳がん検診用マンモコイルの整備  1ユ／】5  

（9バーチャルスライドの設置  ユ／15   

6 相鉄体制の充実   ①相吉炎支援センター相談員基礎研傾会の受消  7／8  ①がん対策情報センターによる相談支援センター相談員に対する研膵派遣促進  （D拠点病院における相談支援体制の充実強化  
②各拠点病院の専門分野や地域連携体制状況等の周知 lヱ／15  （診相紋支援センター相談員の連絡会の開催   ②全拠点病院によいて、相拍支援センター基礎研修修7音の相談員の配置  
③がん患者・その家族への支援ボランティア等受入  机5  ③各拠点病院の専門分野や地域連携体制状況．相損支援センター等に関する幅  

広い周知   ④相吉炎支援センターにおける相談件欺の増加  
④拠点病院における、がん患者・その家族への支援ボランティア等の受入  ⑤全拠点病院における、がん患者・その豪族への支援ボランティア等の受入   

7 がん登鍾の推進   ①拠点病院における院内がん登録の実施  t5／15  ①各拠点病院における院内がん登緑の集約に向けた標準化の推進   ①各拠点病院における院内がん登録の集約（九州がんセンター）  
②国立がんセンターが実施する院内がん登録実務者の研修派遥促進   ②全拠点病院において、院内がん登綿実務富研修修7者の配置  
③院内がん登録実務者の連絡会の開催   ③院内がん登録実務者の連結会の定期的開催   

8 がんの予防   ①福岡県健康増進計画の策定   ①福岡県鯉康増進計画の推進   ①福岡県健康増進計画の目標達成   
（D普及啓発   ②B型C型肝炎ウイルスの無料検査の実施   ②B型C型肝炎ウイルスの無料検査の実施   （∋すべての肝炎ウイルスハイリスク者のウイルス検査終7   
②肝がんの予防   ③地域婦人会の研修等開催による普及啓発   ③ウイルス肝炎診療体制の整備   （ヨウイルス肝炎診療体制の整備   

③たばこ対策の推進  ④地域婦人会等の地域団体による普及啓発   ◎がん予防に関する普及啓発の充実   
④魚生括改善の推進  

9 がんの早期発見   （Dがん検診率（平成17年度）  14．〕％  ①がん検診実施体制強化モデル事業   ①がん模診受診率の向上   
①がん検診実施体制の強化  （∋がん検診の事業評価の推進   ②がん検診未受診者対策の推進   （訂がん死亡率の減少   

（∋がん検診受診率の向上  （訃がん換診の精度管理   ③がん検診の精度管理   （∋がん検診実施体制のデータベース構築と情報ほ供体制の整備   
（卦がん検診精度管理の向上  ④市町村に対する指導  ④がん検診の事業評価、精度管理の充実   

（訂県民に対する普及啓発  

10 がん研究の推進   ①福岡県医師会による治験支援（福岡県医師全治験支援センター）  ①福岡県医師会による治験支援（福岡県医師全治験支援センター）   ①治験実施体制の整備  
②治験ネットワークの拭行（治験ネットワーク福岡）   ②臨床研究の推進   

1t その他  ①福岡県がん診療連携協議会の設置、運営（九州がんセンター）   （D福岡県がん診療連携協捕会の定期的開催（九州がんセンター）  
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